
 

ルピナス通信 
春は出会いと別れ 

北海道の厳しい冬から、ようやく春の訪れを感じる今日この頃です。 

さて、小樽では２年連続、千歳では初めて、高校を卒業し就職のために退所する子たち

を送り出すことになりました。特に今回退所する子たちは、学校やホーム、関係機関との

連携を深く図りながら支援を進めてきた子たちでした。私としては、進路を決定したこと

にとても喜ぶと同時に、傍で支えてくれた人たちと離れ、社会人として責任を負っていけ

るのだろうかという心配も湧き、喜びと心配が綯い交ぜの複雑な気持ちになったことも

事実です。心配は絶えませんが、私たちは自立援助ホームを巣立つ子たちを、今後もサポ

ートをし続け、また、頼られる存在であり続けるつもりでございます。 

 

施設長 柴口 里則 

 
 

 

 

 

寮は荷物が多くないけど、普段からお部屋

をきれいにかたづけできているわけではな

いので、ルピナスの部屋が大変でしたね。

職員一同だったヨ～               

 

寮のお部屋を片付け

て荷物を運びます。

たいへんだ       

かたづけがんばり

ましたね～       

 

before 

 

after 

寮
の
お
部
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地元を離れて小樽に来た当初は、しば

らく慣れなかったと聞いています。し

かし、生活が落ち着いてからは、学校

や寮生活を送っていましたね。時々、

学校辞めたい発言もあって、学校の先

生方やルピナスの職員たちはハラハ

ラすることもありましたが、こうして

卒業証書を手にする姿を見ると、しみ

じみと学校辞めなくて良かった～と

思います。 

本当に卒業おめでとうございます。 

職員一同心よりお祝い申し上げます。 



 

新社会人として新しい生活始まるよ～！ 

 

 みんなと一緒にお祝い 

 

荷造り完了   

入所した頃は制服のシャツのアイロンがけも苦戦していたとの事ですが、

職員に教えてもらいながら成長していくことが出来ました！ 

また、自立に向けて、料理やお金の管理についての練習も頑張っていまし

た。これからの社会人生活が充実したものになるよう、職員一同心よりお

祈りしております。 

 

私よりも手際が良い！ 

焦る        

作れてますが…        

働 い た 証  

 
 

それぞれの場所でしっかりと「証」を

残し、頑張っている姿が素敵です。 

一生懸命に努力する様子に安心しまし

た。ガンバレ！職員みんなで応援して

いるよ   

←６日で完成したダイヤモン

ド・アートです     

 

飲食店のバイトは初めて。→ 

慣れてきた様子が   

 

ステキで証 ガンバッタで証 

編集後記 

「ルピナス」の花言葉には（ 色によって違いはあります）（「多くの仲間」（「 に幸福」という意味があります。

今回は小樽・千歳両方のホームから退所する児童たちには、社会に出て多くの方々と出会うことでしょう。

人との出会いを大切にし、（「ルピナス」の言葉通り〝多くの仲間に恵まれ、 に幸福である″と思える生活を

送って欲しいと願っております。                               片山 
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